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みどりの大使が行く！　石川県に行ってきました

3 令和6年度森林・林業白書の公表～「生物多様性を高める林業経営と木材利用」を特集～特 集

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202506.html
ウェブアンケートにご協力をお願いします！

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰令和7年

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

　上乘氏は、教師の職を退いた後、平成20年から耕作放棄地や放置山林を取得し、無料開放型の自然体験施設「ケ
ロンの小さな村」や「ケロン子ども森の学校」として再整備し、地域の子どもたちを受け入れるなど、地域の「里山づく
り・森づくり」に取り組んできました。
　同施設には自作の遊具や工作体験の場が整えられ、毎年開催している自然教室や工作教室には県下全
域から参加者が集い、環境保全や緑化意識の醸成、地域の賑わい創出に貢献しています。令和６年能登
半島地震後も被災した施設を復旧し、地域の子どもたちやボランティアとともに活動を継続しています。

上
じょう
乘
のり
　秀
ひで
雄
お
　氏（石川県能登町）

再整備を行う上乘氏 復旧支援へのお礼品　（木製コースター）の製作 ボランティアの皆さん
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※活動ウェブサイト：https://keronmura.wixsite.com/noto

　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団
体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
　令和７年は13の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

受賞者
紹介
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　６月３日に、「令和６年度森林・林業白書」（令和
６年度森林及び林業の動向、令和７年度森林及び林
業施策）が閣議決定されましたので、その概要につ
いて、構成に沿って紹介します。
　国民の皆様に理解を深めていただけるよう、特集
では特定のテーマを深掘りして記述するとともに、
各章で森林・林業・木材産業全体について体系的に
記述・分析しています。また、図表、写真、事例等
を盛り込み、読みやすい白書となるよう心掛けてい
ます。この記事で関心を持った箇所がありましたら
本文も是非お読みください。

特 集

令和6年度
森林・林業白書の公表

～「生物多様性を高める林業経営と木材利用」を特集～
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今
回
の
白
書
の
特
集
は
、
初
め
て
生

物
多
様
性
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、

「
生
物
多
様
性
を
高
め
る
林
業
経
営
と

木
材
利
用
」と
し
ま
し
た
。

健
全
な
生
物
多
様
性
の
確
保
は
、
食

料
や
水
、
大
気
中
の
酸
素
の
供
給
な
ど

様
々
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
、
人
々
の
暮

ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。
生
物
多
様
性

の
確
保
は
、
気
候
変
動
と
並
ぶ
地
球
規

模
の
課
題
で
あ
り
、
国
内
外
で
関
心
の

高
ま
り
が
み
ら
れ
ま
す
。

特
集
で
は
、
生
物
多
様
性
の
重
要
性

や
関
心
の
高
ま
り
、
日
本
の
森
林
が
高

い
生
物
多
様
性
を
誇
る
こ
と
を
解
説
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
保
全
の
取

組
や
、
生
物
多
様
性
を
高
め
る
林
業
経

営
と
持
続
可
能
な
木
材
利
用
の
今
後
の

方
向
性
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
物
多
様
性
の
重
要
性
と
関
心

の
高
ま
り

１
　
森
林
の
生
物
多
様
性
の
確
保
は
、
木

材
等
の
生
産
や
水
源
の
涵
養
等
の
機
能

の
維
持
・
向
上
に
関
わ
っ
て
お
り
、
こ

れ
が
損
な
わ
れ
る
と
、
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
の
レ
ベ
ル
の
低
下
や
、
将
来
に
わ
た

る
暮
ら
し
の
基
盤
の
喪
失
に
つ
な
が
り

ま
す
。

国
際
的
な
動
き
と
し
て
、
2
0
2
2

年
12
月
に
は
、「
昆
明
・
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組
」
が
採
択
さ

れ
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
（
注
１
）

の
考
え
方
や
30 

by 

30
目
標（
注
２
）が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
内
で
も
「
民
間

の
取
組
等
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
の

保
全
が
図
ら
れ
て
い
る
区
域
」
を
「
自

然
共
生
サ
イ
ト
」
と
し
て
認
定
す
る

仕
組
み
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
民
間
企
業
に
お
い
て
も
「
自
然
関

連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

（
T
N
F
D
）」
提
言
等
に
よ
り
、
生
物

多
様
性
等
に
関
す
る
情
報
開
示
が
求
め

ら
れ
る
動
き
が
み
ら
れ
ま
す
。

我
が
国
の
森
林
に
お
け
る
生
物
多

様
性
と
こ
れ
ま
で
の
保
全
の
取
組

2日
本
は
南
北
に
長
く
、
海
岸
か
ら
山

岳
ま
で
の
標
高
差
が
あ
っ
て
多
様
な
気

候
帯
に
属
す
る
な
ど
、
多
様
な
生
物
の

生
育
・
生
息
環
境
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
国
土
の
約
３
分
の
２
を
占
め
る
森

林
は
、
原
生
的
な
天
然
林
か
ら
人
工
林

ま
で
、
多
様
な
森
林
が
存
在
し
、
豊
か

な
生
物
多
様
性
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

欧
州
と
比
べ
て
も
、
森
林
を
構
成
す
る

樹
種
は
多
様
で
あ
り
、
種
の
多
様
性
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

生
物
多
様
性
に
関
す
る
施
策
と
し
て

は
、
様
々
な
生
育
段
階
や
樹
種
か
ら
構

成
さ
れ
る
森
林
が
、
モ
ザ
イ
ク
状
に
配

自然共生サイトの認定を受けた森林

世界自然遺産に登録されている原生的な天然林森林における樹種構成の日欧比較

知床森林生態系保護地域
（北海道斜里町）

やんばる森林生態系保護地域
（沖縄県国頭村）

サントリー天然水の森 ひょうご西脇門柳山

注１　生物多様性の損失を止め、反転させ、回復軌道に乗せること
注２　陸と海のそれぞれ少なくとも30％を保護地域及びOECM（保護地域以外で生物多様性の保全に資する地域）
　　  により保全する目標

田島山業×みんなの森プロジェクト

特
集
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置
さ
れ
て
い
る
状
態
を
目
指
し
て
、
多

様
な
森
林
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

原
生
的
な
天
然
林
で
は
、
自
然
の
推
移

に
委
ね
る
こ
と
を
基
本
に
保
護
・
管
理

等
を
、
集
落
周
辺
に
広
が
る
里
山
林
で

は
、
地
域
住
民
、
N
P
O
、
企
業
等
の

連
携
に
よ
る
森
林
づ
く
り
活
動
へ
の
支

援
等
を
通
じ
て
多
面
的
・
継
続
的
な
利

用
を
、
人
工
林
で
は
、
成
長
段
階
に
応

じ
た
間
伐
等
の
適
切
な
森
林
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
人
工
林
に
は
、
伐
採

跡
地
や
幼
齢
林
が
、
草
原
性
の
生
物
の

生
育
・
生
息
地
と
し
て
の
機
能
や
猛
禽

類
の
狩
場
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
と

い
っ
た
一
面
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

野
生
鳥
獣
等
に
よ
る
森
林
被
害
や
、
気

候
変
動
、
防
災
・
減
災
対
策
と
生
物
多

様
性
と
の
関
係
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
物
多
様
性
を
高
め
る
林
業
経

営
と
木
材
利
用
に
向
け
て

3林
野
庁
で
は
令
和
６
年
３
月
に
、
こ

れ
ま
で
の
生
物
多
様
性
保
全
の
実
践
例

も
参
考
に
し
つ
つ
、「
森
林
の
生
物
多

様
性
を
高
め
る
た
め
の
林
業
経
営
の
指

針
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
林
業
事

業
体
等
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
持
続

的
な
経
営
で
あ
り
、
多
面
的
機
能
の
発

揮
や
生
態
系
に
配
慮
し
た
施
業
等
を
実

践
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
具
体
的

な
取
組
手
法
等
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
物
多
様
性
へ
の
林
業
経
営
の
貢

献
を
対
外
的
に
訴
求
す
る
こ
と
で
、
新

た
な
収
益
機
会
を
得
ら
れ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
森
林
由
来
の

J
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
の
取
組
に
お

い
て
、
生
物
多
様
性
に
も
配
慮
し
、
付

加
価
値
の
最
大
化
を
図
る
例
や
、
里
山

林
の
整
備
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
広
葉

樹
を
利
用
し
て
い
く
例
も
み
ら
れ
ま
す
。

川
下
側
に
お
い
て
も
、
原
材
料
調
達

の
際
に
、
生
物
多
様
性
の
保
全
や
持
続

可
能
な
木
材
利
用
へ
の
配
慮
を
求
め
る

動
き
が
あ
り
ま
す
。
生
物
多
様
性
の
観

点
も
含
め
て
持
続
的
な
経
営
が
行
わ
れ

て
い
る
森
林
か
ら
生
産
さ
れ
る
木
材

が
、
需
要
者
に
評
価
さ
れ
、
そ
の
利
用

が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は
、
我
が
国
の

森
林
の
生
物
多
様
性
を
更
に
高
め
る
こ

と
に
貢
献
し
ま
す
。

今
後
も
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

関
係
者
、
木
材
需
要
者
、
消
費
者
等
の

関
係
者
が
、
森
林
の
保
続
と
生
物
多
様

性
の
重
要
性
、
林
業
経
営
の
貢
献
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
相
互
の
責

任
を
認
識
し
な
が
ら
、
生
物
多
様
性
を

高
め
る
林
業
経
営
と
、
持
続
可
能
な
木

材
利
用
の
実
践
を
通
じ
て
、
我
が
国
の

森
林
を
将
来
に
わ
た
り
受
け
継
い
で
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「赤谷プロジェクト」におけるイヌワシの狩場創出

林業を通じて多様な林齢・樹種からなる森林配置へ誘導

里山林の整備を契機とした広葉樹材活用の取組

狩場創出のための伐採試験地

一貫作業により伐採後は確実に植栽

伐採箇所の上空を飛行するイヌワシ

経済的に不利な箇所
は広葉樹等を植栽

ナラ枯れ被害防止のための広葉樹の伐採 県産広葉樹を活用した家具
（写真提供：香川県家具商工業協同組合）

令和６年度　森林・林業白書の公表　～「生物多様性を高める林業経営と木材利用」を特集～特集
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森
林
経
営
管
理
制
度
５
年
間
の
取
組

成
果

1平
成
31
年
４
月
に
導
入
さ
れ
た
森
林

経
営
管
理
制
度
は
５
年
が
経
過
し
、
本

制
度
の
活
用
が
必
要
な
市
町
村
の
ほ
ぼ

全
て
で
取
組
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
地
域
の
関
係
者
と
市
町
村
と
の
連

携
が
不
十
分
で
集
約
化
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
令
和
７
年
２
月
に
、
経
営

管
理
の
集
約
化
を
通
じ
た
森
林
資
源
の

循
環
利
用
を
進
め
る
新
た
な
仕
組
み
の

創
設
等
を
内
容
と
す
る
「
森
林
経
営
管

理
法
及
び
森
林
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」を
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

「
林
業
職
種
」
の
技
能
検
定
が
ス
タ
ー

ト
～「
林
業
技
能
士
」の
誕
生
～

2林
業
従
事
者
の
技
能
向
上
、
就
業
環

境
の
整
備
及
び
社
会
的
・
経
済
的
地
位

の
向
上
、
安
全
性
の
向
上
に
よ
る
労
働

災
害
の
減
少
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
令
和
６
年
８
月
に
、
技
能
検

定
の
職
種
に「
林
業
職
種
」が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。
検
定
の
合
格
者
は
「
林
業
技

能
士
」と
名
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

木
材
自
給
率
が
近
年
で
最
も
高
い

43
％
ま
で
回
復

3木
材
自
給
率
は
、
平
成
14
年
を
底

に
上
昇
傾
向
で
、
令
和
５
年
は
43
・

0
％
ま
で
回
復
し
、
直
近
で
最
も
高

い
水
準
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
建
築

用
材
等
（
製
材
用
材
、
合
板
用
材
）

に
お
い
て
は
、
５
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
更
な
る
自
給
率
向
上
に
向
け

て
、
横
架
材
な
ど
国
産
材
率
の
低
い

部
材
に
お
け
る
技
術
開
発
・
普
及
等

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

中
高
層
建
築
物
等
に
お
け
る
木
造
化

の
広
が
り

4近
年
、
都
市
部
の
４
階
建
て
以
上
の

中
高
層
建
築
物
に
お
い
て
、
国
産
材
を

活
用
し
た
木
造
ビ
ル
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
2
0
5
0
年
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
の

実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
へ
の
期
待
か

ら
、
大
手
建
設
会
社
等
で
は
中
高
層
ビ

ル
等
の
建
設
の
際
に
国
産
材
を
積
極
利

用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
店
舗
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
民
間
の
低

層
建
築
物
で
も
木
造
化
の
動
き
が
み
ら

れ
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

森林経営管理制度に取り組む市町村数

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
代
替
す
る
バ
イ
オ

マ
ス
由
来
素
材
「
改
質
リ
グ
ニ
ン
」
の

今
後
の
展
開

5ス
ギ
を
原
料
と
す
る「
改
質
リ
グ
ニ
ン
」

は
、
加
工
性
が
高
く
、
耐
熱
性
・
強
度

に
優
れ
、
高
機
能
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
に
利

用
で
き
ま
す
。
林
野
庁
は
、
令
和
６
年
４

月
に
改
質
リ
グ
ニ
ン
の
今
後
の
展
開
方

向
を
取
り
ま
と
め
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

愛
媛
県
鬼
北
町
で
の
大
規
模
製
造
技
術

の
実
証
の
支
援
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
と
大
雨
に

よ
る
山
地
災
害
等
へ
の
対
応

6令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
林

野
関
係
被
害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

林
野
庁
で
は
、
国
直
轄
に
よ
る
災
害
復

旧
等
事
業
や
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
等

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
生
活
と
生
業

の
再
建
に
向
け
た
支
援
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
令
和
６
年
９
月
20
日
か

ら
の
大
雨
に
よ
っ
て
も
山
腹
崩
壊
等
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
震
の
際
に

取
得
し
た
航
空
レ
ー
ザ
計
測
デ
ー
タ
も

活
用
し
、
被
害
把
握
や
復
旧
計
画
の
策

定
に
向
け
た
技
術
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実技試験
（熊本県）

野村不動産溜池山王ビル
（©Masaki Hamada(kkpo)）
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森林環境譲与税を活用した取組 第
Ⅰ
章　
森
林
の
整
備
・
保
全

森
林
の
多
面
的
機
能
や
、
そ
の
発
揮

に
向
け
た
森
林
の
整
備
・
保
全
の
動

向
、
国
際
的
な
取
組
に
つ
い
て
記
述
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
花
粉
発
生
源
対
策

や
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取

組
が
進
展
し
て
い
る
ほ
か
、
山
地
災
害

等
へ
の
対
応
と
し
て
の
治
山
対
策
、
林

野
火
災
等
に
よ
る
森
林
被
害
へ
の
対
応

も
進
め
て
い
ま
す
。

第
Ⅱ
章　
林
業
と
山
村（
中
山
間
地
域
）

林
業
や
特
用
林
産
物
、
山
村
（
中
山

間
地
域
）
の
動
向
に
つ
い
て
記
述
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
林
業
労
働
力
の
確
保

や
、「
新
し
い
林
業
」に
向
け
た
取
組
、

特
用
林
産
物
の
安
定
供
給
の
ほ
か
、
山

村
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
が
進
展
し

て
い
ま
す
。

第
Ⅲ
章　
木
材
需
要
・
利
用
と
木
材
産
業

木
材
需
給
、
木
材
利
用
と
木
材
産
業

の
動
向
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
非
住
宅
・
中
高
層
建
築
物
の
木

造
化
・
木
質
化
や
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
熱
利
用
、
木
材
輸
出
に
向
け
た
取

組
、
木
材
産
業
の
競
争
力
強
化
の
取
組

が
進
展
し
て
い
ま
す
。

新植地におけるシカ被害防止対策

森林サービス産業におけるセラピーバイク体験
（写真提供：公益財団法人しそう森林王国観光協会）

大径材にも対応できるJAS製材工場 中高層建築物の木材利用
（写真提供：ナカサ＆パートナーズ）

通年雇用や林業労働力確保に向けた
地域間連携

（受入作業員による刈払い作業）

複数の自治体連携による森林整備

各
章

有
林
へ
の
技
術
の
普
及
等
に
よ
り
森

林
・
林
業
施
策
の
推
進
に
貢
献
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
Ⅴ
章　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

海
岸
防
災
林
等
の
復
旧
状
況
や
、
し

い
た
け
等
の
原
木
と
な
る
広
葉
樹
林
の

再
生
に
向
け
た
取
組
、
安
全
な
特
用
林

産
物
の
供
給
に
向
け
た
体
制
整
備
等
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
白
書
の
全
文
と
概
要
を
林
野
庁
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
過
去
の
白
書
を
含
め
て
一
括
で

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
き
る
サ
イ
ト
を
林

野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
に
開
設
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

過去の森林・林業白書
（一括検索サービス）

https://www.rinya.maff.go.jp/
j/kikaku/old-hakusho-search/

https://www.r inya.maff .go.jp/j/
kikaku/hakusyo/r6hakusyo/index.html

令和６年度
森林・林業白書
全文・概要

令和６年度　森林・林業白書の公表　～「生物多様性を高める林業経営と木材利用」を特集～特集

第
Ⅳ
章　
国
有
林
野
の
管
理
経
営

国
有
林
野
に
お
い
て
公
益
重
視
の
管

理
経
営
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
や
、
民
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（被害額計 億円以上の都道府県を着色）

【 ～ 】 【 ～ 】 【 ～ 】

© GeoNames, Microsoft,  Zenrin
Powered By Bing

九州北部豪雨
西日本豪雨
東日本台風 元

紀伊半島大水害
新潟・福島水害
広島土砂災害

秋田・山形豪雨 等
奥能登豪雨

1
Topics

山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

～
治
山
事
業　
人
が
導
く　
強
い
山
～

我
が
国
で
は
、
毎
年
約
1
︐4
0
0

箇
所
も
の
山
地
災
害
が
発
生
し
、
各
地

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

林
野
庁
で
は
毎
年
、
山
地
災
害
の
起

こ
り
や
す
い
梅
雨
の
時
期
に
、
国
民
の

皆
さ
ま
に
山
地
災
害
防
止
に
対
す
る
理

解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。

山
地
災
害
の
多
い
日
本

日
本
の
国
土
は
、
険
し
い
山
が
続
く

複
雑
な
地
形
を
し
て
お
り
、
河
川
に
お

い
て
は
、
川
幅
は
狭
く
、
急
流
が
多
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大

陸
プ
レ
ー
ト
と
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
境
界

に
位
置
し
て
お
り
、
地
震
や
火
山
活
動

も
活
発
で
あ
る
た
め
、
山
崩
れ
や
土
石

流
、
地
す
べ
り
な
ど
、
山
地
災
害
の
危

険
を
常
に
抱
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
近
年
の
豪
雨
の
激
化
に
伴

い
、
毎
年
各
地
に
お
い
て
観
測
史
上
最

大
と
な
る
降
水
量
を
記
録
す
る
ケ
ー
ス

が
み
ら
れ
、
令
和
６
年
の
７
月
の
大
雨

で
は
、
秋
田
県
由
利
本
荘
市
に
お
い
て

最
大
24
時
間
降
水
量
2
3
8・5
mm（
既

往
最
大
24
時
間
降
水
量
1
6
0
mm
）

を
、
９
月
の
大
雨
で
は
、
石
川
県
輪

島
市
に
お
い
て
最
大
24
時
間
降
水
量

4
1
2
mm
（
既
往
最
大
24
時
間
降
水
量

2
6
0・5
mm
）を
記
録
し
、
激
甚
な
山

地
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
下
の
図

は
、
５
年
を
一
区
切
り
に
し
た
山
地
災

害
の
被
害
額
1
0
0
億
円
以
上
の
都

道
府
県
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
災

害
が
少
な
か
っ
た
地
域
で
も
、
記
録
的

な
大
雨
に
よ
り
激
甚
な
災
害
が
発
生
す

る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま

す
。

令和６年７月の大雨災害による被害（山形県酒田市）

（被害額計100億円以上の都道府県を着色）

令和６年台風第10号による被害（愛知県蒲郡市）
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注１： 治山事業とは、森林の維持造成を通じて山地に起因する災害から国民の生命・財産を保全し、また、水資源の涵養、生活環境
の保全・形成等を図る極めて重要な国土保全政策の一つであり、安全で安心できる豊かなくらしの実現を図る上で必要不可欠
の事業です。

注２： 保安林とは、水源の涵養、土砂の崩壊その他災害の防備、生活環境の保全・形成等、特定の公益目的を達成するため、農林
水産大臣又は都道府県知事によって指定される森林です。保安林では、それぞれの目的に沿った森林の機能を確保するため、
立木の伐採や土地の形質の変更等が規制されます。

こ
う
し
た
山
地
災
害
か
ら
自
ら
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
防

災
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
と
と
も

に
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

林
野
庁
で
は
、
令
和
６
年
度
山
地
災

害
防
止
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
最

優
秀
賞
と
な
っ
た
「
治
山
事
業　
人
が

導
く　
強
い
山
」
を
標
語
と
し
て
掲
げ

た「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を

５
月
20
日（
火
）〜
６
月
30
日（
月
）に
実

施
し
、
各
都
道
府
県
・
市
町
村
と
連
携

し
て
、
各
地
に
お
い
て
山
地
災
害
の
未

然
防
止
や
少
し
で
も
被
害
を
軽
減
さ
せ

る
た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

本
格
的
な
大
雨
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

治
山
施
設
の
点
検
な
ど
を
行
う
と
と
も

ま
ず
は
危
険
な
場
所
、
避
難

場
所
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と

山
地
災
害
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
身
近
に

あ
る
山
崩
れ
や
土
石
流
、
地
す
べ
り
な

ど
の
起
き
や
す
い
危
険
な
場
所
や
、
台

風
や
大
雨
の
際
の
最
寄
り
の
避
難
場
所

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

都
道
府
県
な
ど
で
は
、
山
地
災
害
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
を
「
山

地
災
害
危
険
地
区
」
と
し
て
把
握
す
る

と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
治
山
施
設
の
点

検
な
ど
の
山
地
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、

避
難
場
所
な
ど
の
防
災
情
報
と
と
も
に

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
防
災
マ
ッ
プ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

防
災
活
動
や
避
難
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
通

注意を促すパンフレット

小学生を対象にした防災教室

山地防災ヘルパー等を対象とした研修会治山施設の点検職員派遣による災害箇所調査

に
、
地
域
の
方
々
に
お
住
い
の
近
く
の

裏
山
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
危
険
な
箇
所
を
示
し
た
マ
ッ
プ
や

危
険
な
予
兆
の
見
極
め
方
を
ま
と
め
た

チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布
・
掲
示
、
小
学
校

な
ど
に
お
け
る
防
災
教
室
の
開
催
、
治

山
事
業
（
注
1
）
の
重
要
性
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
現
地
見
学
会
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
安
林
（
注
2
）
制
度
の
周

知
や
保
安
林
の
巡
視
な
ど
の
活
動
を
通

じ
て
保
安
林
の
適
切
な
管
理
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

じ
て
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
よ
り
多
く
の

方
に
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
災
害
発

生
時
の
警
戒
避
難
体
制
を
整
備
し
、
地

域
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
た
防
災
・
減
災

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で

御
理
解
・
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住民への山地災害危険地区の周知
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2
Topics

　
毎
年
、
４
月
15
日
か
ら
５
月
14
日
ま
で
は
、
み
ど
り
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を

深
め
る「
み
ど
り
の
月
間
」で
す
。
森
と
花
の
祭
典
︱
「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」は
、
全

国
各
地
の
緑
化
行
事
の
締
め
く
く
り
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
５
月
10
日（
土
）に
、
本
感
謝
祭
の
名
誉
総
裁
に
御
就
任
さ
れ
た
佳
子
内
親

王
殿
下
の
御
臨
席
の
も
と
、
衆
参
両
院
議
長
、
江
藤
農
林
水
産
大
臣
、
そ
の
ほ
か
関

係
者
の
約
3
0
0
名
の
方
々
に
御
出
席
い
た
だ
き
、
東
京
都
千
代
田
区
の
イ
イ
ノ

ホ
ー
ル
に
て
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
江
藤
農
林
水
産
大
臣
か
ら
、
本
感
謝
祭
の
意
義

や
森
林
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
、
佳
子
内
親
王
殿
下
か
ら
お

こ
と
ば
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
岩
手
県
大
船
渡
市
や
岡
山
県
岡
山
市
、
愛
媛

県
今
治
市
な
ど
で
発
生
し
た
山
火
事
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、「
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
生
活
の
再
建
と

森
林
の
再
生
が
進
む
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
皆

様
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
、「
み
ど
り
」が
守
ら
れ
、
育
て
ら
れ
、
活
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
、
た
い
へ
ん
心
強
く
思
い
ま
す
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
み
ど
り
や
森
林
に
関
し
て
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
る「
み
ど
り
の

文
化
賞
」の
顕
彰
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
緑
化
活
動
に
取
り
組
む
緑
の
少
年
団
等
へ
の
苗
木

と
花
の
特
別
贈
呈
、
山
火
事
予
防
ポ
ス
タ
ー
用
原
画
入
賞
者
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
は
、
令
和
８
年
春
に
全
国
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
る
愛
媛
県
を
代
表

し
、
同
県
今
治
市
で
活
動
し
て
い
る
朝
倉
緑
の
少
年
団
か
ら
、
山
火
事
跡
地
で
の
森

林
再
生
に
向
け
た
力
強
い
誓
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

第
34
回　
森
と
花
の
祭
典
︱ 

み
ど
り
の
感
謝
祭

　
　
感
じ
よ
う　
み
ど
り
の
恵
み
と　
木
の
ぬ
く
も
り

江藤農林水産大臣による主催者代表挨拶

苗木と花の特別贈呈

佳子内親王殿下からのおことば

誓いの言葉

「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」式
典

2025.6  VOL.219林野 10



　
ま
た
、
式
典
に
先
立
っ
て
、
佳
子
内
親
王
殿
下
か
ら
各
受
賞
者
等
へ
の
お
声
が
け

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
親
王
殿
下
か
ら
愛
媛
県
の
緑
の
少
年
団
の
小
学
生
に
、「
近

く
の
地
域
で
山
火
事
が
あ
っ
て
大
変
で
し
た
ね
。」と
お
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
な
ど
、

受
賞
者
等
と
和
や
か
な
雰
囲
気
で
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
み
ど
り
の
感
謝
祭
の
併
催
行
事
と
し
て
、
５
月
10
日（
土
）と
11
日（
日
）の
２
日

間
、
東
京
都
八
王
子
市
内
の
高
尾
5
9
9
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
敷
地
内
で
、「
み
ど
り

と
ふ
れ
あ
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
20
の
団
体
が
み
ど
り
や
木
材
に
関
す
る
普
及
や
体
験
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
林
野

庁
か
ら
も「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」で
見
ら
れ
る
花
や
動
物
な
ど
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
作
り
や
、
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
の「
森も

林り

の
環わ

応
援
団
」に

関
す
る
展
示
等
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
高
尾
山
の
登
山
客
や
親
子
連
れ
な
ど
、

多
く
の
方
が
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
来
場
さ
れ
、
木
工
体
験
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
丸
太

切
り
な
ど
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

み
ど
り
と
ふ
れ
あ
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2025.6  VOL.219 林野11



3
Topics

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
の
改
定
に
つ
い
て

は
じ
め
に

2
0
2
4
年
は
、
世
界
全
体
の
気

温
が
産
業
革
命
以
前
と
比
べ
て
1
・

5
℃
以
上
上
昇
し
た
こ
と
が
初
め
て
確

認
さ
れ
、
観
測
史
上
最
も
暑
い
年
と
な

り
ま
し
た
。
世
界
各
地
で
は
、
異
常
気

象
、
干
ば
つ
、
洪
水
な
ど
が
頻
発
し
て

お
り
、
地
球
温
暖
化
が
人
間
活
動
の
影

響
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が

な
い
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
多
く
の
損
害

が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化
は
、
大
気
中
に
存

在
す
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
濃
度
の
上
昇
が
原
因
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
世
界
各
国
で
2
0
5
0
年

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
た
挑
戦

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
の
改

定
及
び
森
林
吸
収
源
対
策
に

つ
い
て

国
際
的
な
温
暖
化
対
策
の
法
的
枠
組

み
で
あ
る
パ
リ
協
定
は
、
産
業
革
命
前

か
ら
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
1
・

5
℃
に
抑
え
る
努
力
を
追
及
す
る

こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
お
り
、

締
約
国
は
5
年
毎
に
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
目
標
な
ど
を
定
め
た

「
国
が
決
定
す
る
貢
献（
N
D
C
：

N
ationally D

eterm
ined 

Contribution

）」
を
提
出
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
に
お
い
て
は
2
0
2
5

年
２
月
18
日
、
地
球
温
暖
化
対
策

計
画
を
改
定
し
、
同
日
、
新
た
な

N
D
C
を
国
連
気
候
変
動
枠
組
条

約（
U
N
F
C
C
C
）事
務
局
に
提

出
し
ま
し
た
。
新
た
な
N
D
C
で

は
、
2
0
5
0
年
ネ
ッ
ト
・
ゼ

ロ
の
実
現
に
向
け
、
2
0
3
5
年
度

及
び
2
0
4
0
年
度
に
お
け
る
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
2
0
1
3
年
度
排
出
量
比

60
%
削
減
、
同
73
%
削
減
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

N
D
C
の
中
で
森
林
は
吸
収
源
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

2
0
4
0
年
度
に
72
百
万
t
‒
C
O
2

（
2
0
1
3
年
度
排
出
量
比
5
・
1
％
）

の
吸
収
量
の
確
保
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
森
林
吸
収
量
目
標
は
、
国
際
的
な

標
準
に
合
わ
せ
、
森
林
吸
収
量
の
算
定

方
法
を
標
本
調
査
に
よ
る
全
国
レ
ベ

ル
の
森
林
調
査
（N

ational Forest 

Inventory

（
N
F
I
））
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
方
法
へ
見
直
す
こ
と
に
伴
っ

て
、
新
た
な
算
定
方
法
を
適
用
し
た
場

合
に
見
込
ま
れ
る
も
の
と
し
て
設
定
し

て
い
ま
す
。

そ
の
達
成
に
向
け
て
、
新
た
な
計
画

で
は
、
再
造
林
の
確
実
な
実
施
等
の
適

切
な
森
林
整
備
、
保
安
林
制
度
等
の
運

用
を
通
じ
た
森
林
の
適
切
な
管
理
・
保

全
、
炭
素
を
長
期
貯
蔵
す
る
木
材
利
用

を
森
林
吸
収
源
対
策
の
３
本
柱
と
し
て

位
置
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
や
改
質
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リ
グ
ニ
ン
等
木
質
系
新
素
材
の
利
用
の

拡
大
に
よ
る
化
石
資
源
の
代
替
、
森
林

由
来
J
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
拡
大
、

森
林
減
少
・
劣
化
対
策
に
係
る
国
際
協

力
等
の
取
組
も
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

森
林
吸
収
量
の
算
定
方
法
の

見
直
し

森
林
吸
収
量
の
算
定
に
当
た
っ
て
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
果
た

す
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

の
役
割

森
林
は
、
太
陽
か
ら
の
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
て
、
大
気
中
の
二
酸
化

炭
素
を
有
機
物
と
し
て
固
定
す
る
働
き

が
あ
り
、
特
に
樹
木
は
幹
や
枝
な
ど
の

形
で
大
量
の
炭
素
を
蓄
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
木
材
を
製
品
と
し
て
住
宅

や
家
具
等
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
炭
素

を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
貯
蔵
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
加
え
て
木
材
は
、
鉄
等

の
資
材
に
比
べ
て
製
造
や
加
工
に
要
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
な
く
、
木
造
化
・
木

質
化
に
よ
り
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
抑
制
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
木
材
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
は
、
化
石
燃
料
の
使
用

を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
候

変
動
の
緩
和
を
進
め
て
い
く
上
で
は
、
こ

う
し
た
森
林
や
木
材
の
働
き
を
総
合
的

に
発
揮
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

林
野
庁
で
は
、
引
き
続
き
森
林
吸
収
源

対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

森
林
簿
デ
ー
タ
や
収
穫
表
（
成
長
モ
デ

ル
）
か
ら
毎
年
の
森
林
蓄
積
増
加
量
を

間
接
的
に
推
計
す
る
従
来
手
法
で
は
、

特
に
高
齢
級
人
工
林
や
天
然
林
で
誤
差

が
出
や
す
い
等
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
林
野
庁
で
は
、

2
0
2
4
年
度
に
有
識
者
か
ら
な
る

森
林
吸
収
量
算
定
方
法
に
関
す
る
検
討

会
を
設
置
し
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
N
F
I
の
測
定
結
果
か
ら
森

林
蓄
積
増
加
量
を
直
接
推
定
す
る
方
法

へ
見
直
す
方
針
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
今
般
の
地
球
温

暖
化
対
策
計
画
で
は
、
新
た
な
算
定
方

法
を
適
用
し
た
場
合
に
見
込
ま
れ
る
森

林
吸
収
量
目
標
を
設
定
し
た
と
こ
ろ
で

す
。森

林
の
高
齢
化
に
よ
り
、
今
後
、
日

本
の
森
林
吸
収
量
は
減
少
傾
向
で
推

移
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
植
栽
木
を
中
心
に

吸
収
量
を
算
定
す
る
従
来

の
手
法
と
異
な
る
新
た
な

算
定
方
法
で
は
、
N
F
I

調
査
地
に
生
育
す
る
全
て

の
立
木
の
実
測
結
果
を
算

定
に
用
い
る
こ
と
か
ら
、

2
0
4
0
年
の
目
標
値

を
従
来
か
ら
大
き
く
見
直

し
て
い
ま
す
。
現
在
、

2
0
2
5
年
度
分
の
森
林

吸
収
量
算
定
か
ら
、
新
た

な
算
定
方
法
で
森
林
吸
収

量
を
公
表
で
き
る
よ
う
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
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安全診断
受診の

メリット

労働安全の課題が
明確になります

経営体の信頼度が
上がります

無災害を継続するために
日光市森林組合は、職員39名（うち現場技能職員23名）が
働いており、高性能林業機械により年間素材生産量は約２万㎥と
なっています。また、植付10～ 20ha、下刈100ha、その他
（保育）400haの造林事業も行っており、毎年度事業量が増えて
いる中で、無災害記録3300日を達成し現在も記録を更新中です。
今後、新規就業者の受け入れを増やすこともあり、これまで以上
に安全対策に取り組むために安全診断を受診しました。

ＫＹ活動、ヒヤリハット活動を記録
「自分たちと専門家が考えている安全の違いについて疑問があり
ました」と話すのは日光市森林組合の柏木課長です。診断に訪れ
た労働安全コンサルタントの北島さんは、この疑問に答えるため、
診断項目に沿って1つずつ丁寧に柏木さんから聞き取ります。
それをもとに森林組合の状況、問題点、指摘事項に整理して安全
診断報告書を作成しました。
指摘事項を見てみると、ＫＹ活動、ヒヤリハット活動が十分に
定着していないことが分かったそうです。そこで森林組合ではす

社内だけでは限界がある
西垣林業フォレスト（株）高知事務所は、高知県内で年間約１
万2000㎥の素材生産を行っている経営体です。現場技能者は12
名、うち半数以上が20代、30代で構成されているフレッシュな
人材が集まる職場です。
「彼らの雇用を守り維持していくことが素材生産体制の強化に繋
がります」。そう話す高知事務所の大川正浩所長は「安全を第一
に考えて会社全体で作業方法等を見直し、問題点の改善に真剣に
取り組んできました。しかし、自分たちだけでは、労働災害の防
止や安全対策に限界があるので、外部からの指摘を取り入れると
ともに、今まで持っていた常識や概念を変化させたいと思った」
と安全診断を受けたきっかけを話します。

作業手順書の作成を目指す
診断を担当した門田さんは改善事項の１つとして作業手順書の
作成を提案しました。これを受けて大川さんは「現場ごとに状況
が変わるので、手順書を作成することは容易ではないと感じてい
ました。しかし、ケガ、事故を無くしたいという思いから、作業
マニュアルの作成に向けて、ひとつひとつ積み上げていくことに

経営体に不足している安
全対策について専門家から
具体的な指摘を受けること
ができ、今後の改善活動に
役立ちます。

労働安全対策に取り組む
ことは従業員の命と健康を
守ることに加えて、経営者
の社会的な信頼を得ること
にもつながります。安全診
断を受診しますと、事業受
注の際、評価につながる場
合がありますので、ぜひ受
診しましょう。

約2,000経営体が受診済み！ 経営体の97％が、
効果があったと実感

計
2024
2023
2022
2021
2020
2019
2018
2017
2016
2015
年度

1988
80
94
87
127
148
231
260
326
336
299

実施経営体数

これまでの

実績

2016年度～2021年度に受診した
1428経営体へのアンケート結果より。
回答数745（回答率52％）

※「安全対策に取り組む上で参考になった。」
「労働安全確保の意識が高まった。」等の効果があった。

Q安全診断を
受診して効果が

　　　あったか？

効果があった※

97％

その他
3％

ぐに意識を改めて、ＫＹ活動、ヒヤリハット活動の記録をしっか
り取るように改善をします。さらにその記録を使い、定期的に現
場技能職員同士がヒヤリハット等を発表し合って情報を共有する
場を設けるようになりました。
「安全管理の意識がどんどん高まっているのがわかる」と診断後
の森林組合の雰囲気の変化を柏木さんは実感します。「ケガをす
ると家族にも会社にも影響があり、一人だけの問題では済まない。
ですから、安全診断を受けて以降、事故防止の一環として、急斜
面など危険な場所での作業は避けるなど、以前よりもしっかり指
導している」そうです。

緊急時対応訓練
　もう一つの指摘事項として、緊急時対応の訓練項目が挙げら
れました。造林の現場は車が通れない山道を1時間ほど歩かな
ければいけないことがあります。このような環境での万が一に備
えて、レスキュー搬送訓練を行い、手順を確認しました。「人1
人を運ぶにも大変であることがわかり、日頃からの訓練が重要だ

して作っていくのが大事ですね。いろいろな部品を集めて全体を
作っていくことは理想的な流れだと思います」と門田さんは取組
を評価します。

大いに意味があった安全診断
診断後は、門田さんからのアドバイスに従って安全衛生目標を
設定するようになりました。安全衛生目標を計画的に達成してい
くために年間の安全衛生管理計画を策定して、計画した事項と実
施状況を確認し、問題点を抽出、見直すことで安全衛生管理のレ
ベルアップを図っています。
「診断で指摘いただいたことを、自分たちの事業に合わせて取り
込んで安全対策につなげています。診断を受ける前よりも、今の
方が安全活動を活発に行うようになったと思います」と大川さん
は、診断受診後の変化を話してくれました。

日光市森林組合（栃木県） 西垣林業フォレスト株式会社高知事務所（高知県）
2020年受診　診断者：北島直樹（労働安全コンサルタント） 2019年受診　診断者：門田義彦（労働安全コンサルタント）

安全対策の取組を
手助けしてくれた 診断後に

安全衛生活動が活発化

1 2事例 事例

と認識できた」と現場から
感想が聞こえました。今後、
訓練のレベルを向上させな
がら緊急時に対応できる体
制を構築していくそうです。
まだまだ課題は多くある
と話す柏木さんですが、
「安全診断によって課題が
整理されやるべきことが明
確になった」。これから改
善活動を加速的に進めてい
きたいと意気込みを語りま
す。

安全診断の実施状況

無災害記録が
3300日を超えて
現在も更新中

柏木課長（右）と北島氏

しました」。作業の場面ごとに危険箇所
の洗い出しとその評価を行い、ヒヤリ
ハット、ＫＹ活動の記録を集積して、そ
れを1つずつ作業員同士ですり合わせ
た上でルール化して、班の中で徹底する
ようにしています。現在は、個別の作業
ごとにルールを作っているところですが、
最終的には体系的な作業手順書の作成を
目指しています。
「現場の人ができないことを書いても
仕方がありませんから、現場の声を生か

大川所長（左）と門田氏。診断のイメージ

安全衛生ミーティングで各自発表し、
その内容を掲示している

2022年度の安全衛生目標。
事務所内に掲示している

4
Topics

林
業
・
木
材
産
業
の
労
働
安
全
の
確
保
に
向
け
て

毎
年
７
月
１
日
か
ら
７
日
は「
全
国
安
全
週
間
」

で
す
。
国
内
に
お
け
る
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る

中
、
林
業
・
木
材
産
業
も
例
外
で
は
な
く
、
従
事

者
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
林

業
・
木
材
産
業
の
労
働
力
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
働
く
人
に
と
っ
て
安
全
で
働
き
や
す
い
魅
力

あ
る
職
場
と
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
林
野
庁

で
は
、
林
業
・
木
材
産
業
で
働
く
人
を
守
り
、
労

働
災
害
を
減
ら
し
て
い
く
た
め
の
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。林

業

1（１）
労
働
災
害
の
特
徴

林
業
は
、
急
傾
斜
地
な
ど
の
足
場
が
不
安
定
な

作
業
環
境
で
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の
刃
物
を
使

用
し
、
重
量
物
で
あ
る
木
材
を
扱
う
こ
と
な
ど
か

ら
、
労
働
災
害
発
生
率
が
高
く
、
令
和
6
年
の
死

傷
年
千
人
率（
注
）で
み
る
と
23
・
3
で
全
産
業
平

均
の
約
10
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
死
亡
災
害
の
う
ち
伐
木
作
業
中
に
発
生

し
た
も
の
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
伐
木
作
業
に

お
け
る
安
全
対
策
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
経
験
の

少
な
い
作
業
者
に
加
え
て
、
高
齢
・
ベ
テ
ラ
ン
の

作
業
者
に
よ
る
災
害
も
多
い
ほ
か
、
小
規
模
経
営

体
で
の
災
害
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

注　

 

年
間
の
労
働
者
1
︐0
0
0
人
当
た
り
に

発
生
し
た
死
傷
者
数
（
休
業
４
日
以
上
の

死
傷
災
害
）の
割
合
の
こ
と

（２）
安
全
対
策
の
取
組

こ
う
し
た
中
、
林
野
庁
で
は
、
労
働
安
全
対
策

の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
林
業
の
知
見
を
有
す
る

労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
林
業
経
営
体
の
安

全
管
理
体
制
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う「
安
全
診
断
」を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
層
の
安
全
に
対
す

る
意
識
改
革
と
安
全
管
理
体
制
の
改
善
を
促
進
し

て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
ベ
テ
ラ
ン
作
業
者
向
け
の
伐
木
技

術
の
学
び
直
し
研
修
や
研
修
に
活
用
で
き
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
作
業
安
全
講
習
会
の
開
催
、

防
護
ブ
ー
ツ
・
フ
ァ
ン
付
き
作
業
着
等
の
安
全
衛

生
装
備
・
装
置
の
導
入
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
対
策
の
強
化
に
向
け
て
、
伐

木
作
業
を
始
め
と
す
る
危
険
な
作
業
の
遠
隔
操
作

化
や
自
動
化
の
技
術
開
発
・
実
証
の
取
組
も
進
め

て
い
ま
す
。

安
全
診
断
の
ご
案
内

安全診断について

安全診断とは、労働災害の発生を防止するため、
林業経営体の事務所や現場等に潜む労働災害のリ
スクを見つけ出して改善の方針を示す、いわば、
職場の健康診断のようなものです。

この事業は、林野庁の補助事業（「林業労働安全
強化対策」）によって実施するもので、全国素材生
産業協同組合連合会が事業実施主体となっていま
す。

この事業では、安全診断にかかる林業経営体の
経済的負担は一切ありません。

申込方法は裏表紙をご覧下さい。

林業労働安全の専門家（労働安全コンサルタン
ト）が、皆様方と日程調整した上で、事務所へお
伺いいたします。

1

3

4

5

2

無料
申込簡単

 

労
働
安
全
対
策
を
見
直
す

チ
ャ
ン
ス
で
す

安全診断の流れ
●安全診断は、
　林業経営体から当連合会へ
　以下の申込書と簡単な資料を
　提出していただくだけで結構です。
　（メールまたはＦＡＸ）
●受付後、安全診断を担当します
　専門家が診断日の調整を
　お願いします。 
●日程が決まればさっそく
　安全診断です。 
●受診後、診断結果と「修了証」を
　送付します。 

林
業
経
営
体

（
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

林
業
労
働
安
全
の

専
門
家

②診断日の調整

③経営体訪問

④診断結果のお知らせ

⑤安全宣言届

⑥備品送付（のぼりやステッカー等）

①申込

（
全
国
素
材
生
産
業
協
同
組
合
連
合
会
）

事
業
実
施
主
体

担当
コンサルタント
の選任

経営体
情報の通知

診断結果

のぼりとステッカー

安全診断のお申込方法
メールまたはFAXにてお申込みが可能です。メールの場合は以下の内容をメール送信してください。
FAXの場合は以下の申込書にご記入の上、FAX送信してください。

担当者名

経営体名

Ｅメール

住所

経営者、管理層の方と
日程調整ができる方

フリガナ

フリガナ

（〒　　　　　）

ＦＡＸ

電話

安全診断申込書

Eメール info@zousei-sosei.org
TEL 03-5654-5731　FAX 03-5802-3298

全国素材生産業協同組合連合会　林業労働安全強化対策事務局

林野庁補助事業
全国素材生産業協同組合連合会

（林業労働安全強化対策事務局）

安全診断事業リーフレット

出典：厚生労働省労働者死傷病報告及び総務省労働力調査

林業労働災害撲滅研修
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特別な知識がなくても、事業所の安全診断が実施できる！

工場パトロールの方法を、写真を用いて分かりやすく解説！

フローチャート方式で
取組状況を評価

「安全診断・評価マニュアル」は全木連のホームページからダウンロードできます。

（お問い合わせ先） 一般社団法人 全国木材組合連合会 TEL:03-6261-9136

木材産業のゼロ災害を目指そう！

（例）
機械や刃物等の日常点検・整備・保管を適切に行う。

Ｑ１
毎日、機械の始動前点検をしていますか？

Ｑ２
始動前点検簿を作成し、管理していますか？

Ｑ３
日常点検以外に定期的な点検や整備を行っていますか？

Ｑ４
刃物へのカバー装着や専用容器に入れての保管など、
刃物を安全に保管するための取り決めがありますか？

はい

はい

はい

はい

Ｄ評価いいえ

Ｃ評価

Ｂ評価

Ａ評価

Ｓ評価

Point
1

Point
2

他事業場への模範となる
取組が行われている

評価結果を踏まえて
改善を検討・実施

積極的な取組が行われている

取組が行われている

取組が最低限（要改善）

抜本的な改善が必要

ダウンロードはこちら→

いいえ

いいえ

いいえ

木
材
産
業

2（１）
労
働
災
害
の
特
徴

木
材
産
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
率
は
、

令
和
6
年
の
死
傷
年
千
人
率
で
み
る
と
11
・
4

で
、
林
業
、
漁
業
に
次
い
で
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
林
業
の
23
・
3
に
比
べ
れ
ば
低
い
よ
う
に
も

思
い
ま
す
が
、
製
造
業
全
体
の
2
・
７
と
比
べ
て

約
4
・
2
倍
で
あ
り
、
工
場
と
い
う
整
備
さ
れ
た

環
境
で
行
わ
れ
る
産
業
と
し
て
は
高
い
水
準
に
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

木
材
産
業
で
発
生
す
る
労
働
災
害
は
、
木
材
を

運
搬
す
る
装
置
に
挟
ま
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
木
材

加
工
用
機
械
の
高
速
回
転
す
る
刃
物
に
触
れ
て
し

ま
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

機
械
を
安
全
に
使
用
す
る
に
は
、「
機
械
を
使

う
側
」
が
適
切
な
作
業
手
順
、
作
業
動
作
、
使
用

方
法
を
徹
底
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
が
ミ
ス
を
し

て
も
、
事
故
に
つ
な
が
り
に
く
い
安
全
性
の
高
い

安全柵とインターロック装置（柵の扉を開けると機械が
自動的に停止）

安全診断・評価マニュアルリーフレット 作業安全ステッカー

設
備
や
さ
ま
ざ
ま
な
安
全
装
置
を
導
入
す
る
こ
と

も
重
要
と
な
り
ま
す
。

（２）
安
全
対
策
の
取
組

安
全
対
策
の
取
組
は
、
マ
ン
ネ
リ
化
・
形
骸
化

し
が
ち
な
側
面
が
あ
り
ま
す
。
特
に
中
小
規
模
の

工
場
で
は
、
人
手
が
足
り
ず
、
安
全
対
策
が
後
回

し
に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
の
が「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」

で
す
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
第
三
者
の
視
点
で
事
業

場
を
見
る
こ
と
で
、
多
く
の
問
題
点
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

林
野
庁
で
は
、
専
門
家
の
視
点
で
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
た
め
の
「
安
全
診
断
・
評
価
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
・
普
及
の
取
組
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
一
般
社
団
法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
て
、
職
場
の

安
全
対
策
の
取
組
の
見
直
し
を
行
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

作
業
安
全
の
啓
発

3安
全
対
策
の
更
な
る
推
進
に
向
け
て
、
仕
事
猫

と
コ
ラ
ボ
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
や
研
修
動
画
な
ど
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

令和７年施行の労働安全衛生規則の改正の概要を
お知らせします。

（１）一人親方等への保護措置の義務化（令和７年４月１日施行）
　これまで事業者が労働者に対して行っていた、危険箇所へ
の立入禁止や退避等の措置について、労働者と同じ場所で働
く労働者以外の者（一人親方や他社の労働者、資材搬入業者
など）も対象とすることが義務付けられました。

（２）職場における熱中症対策の強化（令和７年６月１日施行）
　熱中症を生ずるおそれのある作業を行う際に、
①  熱中症のおそれがある作業者を見つけたとき等の報告体

制の整備・周知
②  作業からの離脱、身体の冷却、医療機関への搬送など、

症状を悪化させないために必要な内容や実施手順の作
成・周知

が義務付けられました。すでに整備されている緊急連絡体制
の中に、熱中症対策に関する事項を追加する
などの対応が必要となります。

事業者の皆様へのお知らせ

林業・木材産業の作業安全（林野庁ウェブサイト）➡

個人事業者等の安全衛生対策について
（厚生労働省ウェブサイト）➡

職場における熱中症対策の強化について
（厚生労働省ウェブサイト）➡
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国有林野
事業の
取組

笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」）に
設
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
笠
原
諸
島
は
、
固
有
種
率

が
高
い
こ
と
、
特
に
陸
産
貝
類
や
植
物
に
お
い
て

進
化
の
過
程
が
わ
か
る
貴
重
な
証
拠
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
世
界
的
な
価
値
を
持
つ
と
認
め
ら

れ
、
平
成
23
年
6
月
29
日
に
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
生
態
系
修
復
の
取
組

 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
設
定
を

機
に
、
平
成
22
年
に
関
東
森
林
管
理
局
小
笠
原
諸

島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー（
以
下
、
保
全
セ

ン
タ
ー
）が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
は
、
ア

カ
ギ
、
モ
ク
マ
オ
ウ
、
ギ
ン
ネ
ム
等
の
外
来
植
物

が
侵
入
し
て
お
り
、
小
笠
原
諸
島
の
固
有
森
林
生

態
系
の
修
復
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
保
全
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
来
の
植
生
へ
の
回

復
を
目
指
し
て
、
外
来
植
物
駆
除
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
外
来
植
物
の
駆
除
に
あ
た
っ
て
は
、
希

少
な
固
有
種
等
が
多
い
区
域
な
ど
を
優
先
し
て
取

組
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
植
生
・
昆
虫
・
陸
産
貝

類
・
鳥
類
等
の
専
門
家
や
地
元
関
係
団
体
と
と
も

に
、
希
少
動
植
物
へ
の
配
慮
や
駆
除
方
法
に
つ
い

て
事
前
に
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

林
野
庁
で
は
、
国
有
林
野
内
の
原
生
的
な
天
然

林
等
を
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
生
態
系
か

ら
な
る
自
然
環
境
の
維
持
、
野
生
生
物
の
保
護
、

遺
伝
資
源
の
保
護
な
ど
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る「
保
護
林
」を
設
定
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
の
国
有
林
野
は
、
狭
小
な
海
洋
島

に
成
立
し
た
森
林
生
態
系
を
有
し
、
こ
れ
を
保

護
・
管
理
し
て
い
く
た
め
、
平
成
19
年
に
保
護
林

の
一
つ
で
あ
る
森
林
生
態
系
保
護
地
域（
名
称「
小

世
界
遺
産
を
守
る
た
め
に
民
有
林
と

一
体
的
に
進
め
る
外
来
植
物
駆
除

小笠原諸島は、東京から約 1,000km 南に
位置する30余りの島々の総称です。これら
の島々は、大陸と陸続きとなったことがな
く、独自の生態系を持つ海洋島です。北か
ら、聟島（むこじま）列島・父島列島・母島列
島、さらに約250km南に火山（硫黄）列島が
あり、その他日本最東端の南鳥島、最南端
の沖ノ鳥島などが含まれ、全ての島々が東
京都小笠原村となっています。父島は北緯
2７度に位置し、沖縄本島とほぼ同じ緯度で
す。気候は亜熱帯海洋性気候に属し、四季
を通して温暖多湿、年間平均気温は23℃、
冬季でも18℃で、雪や霜を見ることはまった
くありません。

東京都小笠原村
父島字東町152

10，668ha
うち森林面積 6，982ha
うち国有林面積 6，183ha

小笠原村

所在地

区域面積

関係自治体

関
東
森
林
管
理
局　
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

管内概要

小笠原諸島森林生態系保全センター
（小笠原総合事務所庁舎内）

◀保全センターウェブサイト

小笠原諸島
森林生態系保全センター

南島の扇池（父島）
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外
来
植
物
駆
除
に
は
様
々
な
手
法
が
あ
り
、
外

来
植
物
の
種
類
や
そ
の
周
辺
の
状
況
等
を
考
慮
し

て
方
法
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
主
な
方
法
は
、
対

象
樹
木
に
ド
リ
ル
で
穴
を
あ
け
て
薬
剤
を
注
入
す

る
、
薬
剤
に
よ
る
立
ち
枯
ら
し
で
す
。
こ
の
ほ

か
、
樹
木
の
幹
回
り
の
樹
皮
を
削
る
巻
き
枯
ら

し
、
抜
き
取
り
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伐

採
に
よ
る
駆
除
で
は
、
通
常
の
伐
採
に
加
え
て
、

希
少
な
陸
産
貝
類
の
保
護
や
歩
道
の
近
く
で
の
安

全
な
ど
を
考
慮
し
、
木
に
登
り
、
枝
先
か
ら
伐
採

す
る
特
殊
伐
採
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
希
少
種
の

生
育
・
生
息
環
境
の
急
激
な
変
化
を
避
け
る
た

め
、
一
度
に
伐
採
を
行
わ
ず
、
段
階
的
に
行
う
必

要
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
約
36
万
本
、
約
1
万
㎥
の
外
来
植
物

希少種の保護や安全などを考慮して行う特殊伐採

樹皮を削る巻き枯らし

薬剤による立ち枯らし

母島南崎地域の外来植物（左：ガジュマル、右：ギンネム）

を
駆
除
し
て
お
り
、
駆
除
後
に
は
在
来
種
で
あ
る

モ
モ
タ
マ
ナ
や
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ビ
ロ
ウ
等
を
植
栽
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
在
来
種
が
定
着
し
た

区
域
で
は
、
林
内
が
明
る
く
な
っ
た
こ
と
で
別
の

在
来
種
で
あ
る
ウ
ラ
ジ
ロ
エ
ノ
キ
の
自
然
発
生
が

確
認
さ
れ
る
な
ど
、
小
笠
原
本
来
の
植
生
が
徐
々

に
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
公
益
的
機
能
維
持
増
進
協
定
」

を
利
用
し
た
外
来
植
物
駆
除

保
全
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
外
来
植
物
駆
除
の
取
組

は
、
小
笠
原
諸
島
の
約
６
割
を
占
め
る
林
野
庁
所

管
国
有
林
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
国
有
林
に

隣
接
・
介
在
す
る
民
有
林
の
外
来
植
物
が
種
子
供

給
源
と
な
り
、
せ
っ
か
く
の
駆
除
の
効
果
が
十
分

に
発
揮
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
、
保
全
セ
ン
タ
ー
で

は
、
国
有
林
に
隣
接
・
介
在
す
る
森
林
の
所
有
者

と
関
東
森
林
管
理
局
長
と
の
間
で
締
結
し
た
「
公

益
的
機
能
維
持
増
進
協
定
」
に
基
づ
き
、
国
が
一

体
的
に
外
来
植
物
駆
除
を
行
う
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
過
去
に
は
、
父
島
の
夜
明
山
地
域
に
お
い

て
協
定
に
基
づ
く
外
来
植
物
（
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ

ツ
等
）
駆
除
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
６
年
９
月
に

は
母
島
の
南
崎
地
域
に
お
い
て
新
た
に
協
定
を
締

結
し
、
令
和
７
年
度
か
ら
ガ
ジ
ュ
マ
ル
や
シ
マ
グ

ワ
等
の
外
来
植
物
駆
除
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
に
は
、
他
省
庁
が
所
管
す

る
国
有
林
も
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
外
来
植

物
の
種
子
供
給
源
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今

後
、
さ
ら
な
る
外
来
植
物
駆
除
の
取
組
推
進
に
向

け
て
、
関
係
省
庁
と
調
整
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

お
わ
り
に

今
後
も
保
全
セ
ン
タ
ー
で
は
、
父
島
や
母
島
を

は
じ
め
と
す
る
小
笠
原
諸
島
全
体
で
外
来
植
物
の

駆
除
を
進
め
、
固
有
種
の
生
息
・
生
育
環
境
を
確

保
す
る
こ
と
等
を
通
じ
て
、
小
笠
原
の
本
来
の
森

林
生
態
系
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
連
携
の
上
、
一
体
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

公益的機能維持増進
協定制度の仕組み

（林野庁ウェブサイト）
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5
Topics

令和７年度木材利用推進コンクール
優良施設や国産材利用推進の取組等を募集中！
　木材利用推進コンクール（主催：木材利用推進中央協議会）では、木材利用の一層の推進を図り木材需
要を拡大するため、木材利用における優れた作品や顕著な成果を挙げている企業を表彰しています。
地域の木材を持続的かつ有効に活用した施設や、木造・木質化への新たな提案、地球温暖化防止等への配慮がなされている
施設等を対象とする「優良施設部門」では内閣総理大臣賞を含む５大臣賞をはじめとする特賞（11点程度）と、これに続く優秀
賞が授与されます。
　また、年間を通じた国産材の取扱量が多いなど、国産材の利用拡大に向けた取組を積極的に行う建築事業者等を表彰する

「国産材利用推進部門」では、農林水産大臣賞及びその他各賞（５点程度）が授与されます。
　受賞者はウェブサイトで公表するとともに、取組は事例集としてPRいたします。たくさんのご応募をお待ちしています！

木材利用推進コンクールウェブサイト
https://www.jcatu.jp/concours/
応 募 方 法：

応 募 期 限：

応募様式をダウンロードして、必要事項を記載の上、
下記応募フォームよりWord形式のままご提出ください。
〈応募フォーム〉 https://www.jcatu.jp/competition/concours_r７/
令和７年７月１４日（月）まで

全国で枠組壁工法（2×4 工法）のたて枠材を中心に国産スギ
を導入する等の取組を実施

野村不動産溜池山王ビル（東京都港区）

大東建託株式会社（東京都）

  令和６年度「優良施設部門」大臣賞受賞施設  

  令和６年度「国産材利用推進部門」大臣賞受賞企業  

内閣総理大臣賞

農林水産大臣賞

〒102-0082
東京都千代田区一番町25番地
全国町村議員会館６階
木材利用推進中央協議会
担当　米田、黒江、末藤
TEL：03-6261-9134
　　：contest-2025-accept＠zenmoku.jp

立野交流施設（立野駅）（熊本県南阿蘇村）
農林水産大臣賞

松田町立松田小学校（神奈川県松田町）
文部科学大臣賞

株式会社AQ Group本社屋（埼玉県さいたま市）
国土交通大臣賞

石川県森林公園屋内木育施設もりのひみつきち（石川県津幡町）
環境大臣賞

応募フォーム
お問い合わせ先応募先
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みどりの
大使が
行く！

2025
ミス日本

みどりの大使

佐塚 こころ

し
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
だ
と
実
感
で
き
て
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
能
登
の
復
興
支
援
に
限
ら

ず
、
最
近
で
は
岩
手
県
大
船
渡
市
等
の
山
火
事
の

復
旧
支
援
に
も
緑
の
募
金
は
有
効
利
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
現
場
で
お
話
を
伺
っ
た
石
川
県
の
方
は

震
災
に
対
し
て
暗
い
思
い
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ

か
ら
ど
う
未
来
に
繋
げ
て
い
く
か
と
い
う
前
向
き

な
姿
勢
で
復
興
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
今
回
、
自
分
の
目
で
緑
の
募
金
が
活
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
見
た
こ
と
で
よ
り
、
一
層
み
ど
り

の
大
使
と
し
て
の
活
動
に
対
す
る
意
義
を
感
じ
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
広
い
視
野
で
私

た
ち
の
将
来
を
見
据
え
、
皆
様
が
豊
か
な
生
活
が

で
き
る
よ
う
森
林
の
大
切
さ
の
普
及
活
動
に
努
め

て
い
き
た
い
で
す
。

公益社団法人国土緑化推進機構Webサイト「みどりの大使」
（https://www.green.or.jp/promotion/midorino-taishi/entry-16７9.html）

「ミス日本みどりの大使」とは

石
川
県
に
行
っ
て
き
ま
し
た

こ
ん
に
ち
は
。
２
0
２
５
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の

大
使
の
佐
塚
こ
こ
ろ
で
す
。
４
月
29
日
、
石
川
県

で
開
催
さ
れ
た
第
39
回
県
民
み
ど
り
の
祭
典
に
参

加
し
、
緑
の
募
金
の
呼
び
か
け
や
苗
木
作
り
の
体

験
を
し
て
き
ま
し
た
。

会
場
で
あ
る
石
川
県
森
林
公
園「
緑
化
の
広
場
」

に
到
着
す
る
と
最
初
に
大
き
な
木
が
目
に
入
り
ま

し
た
。
気
に
な
っ
て
由
緒
を
お
伺
い
し
た
と
こ

ろ
、
昭
和
58
年
５
月
22
日
に
昭
和
天
皇
が
苗
木
を

お
手
植
え
に
な
っ
た
ス
ギ
と
ア
テ（
能
登
ヒ
バ
）だ

そ
う
で
す
。
ね
じ
れ
な
が
ら
伸
び
て
い
る
ア
テ
は

私
に
と
っ
て
珍
し
く
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

第
39
回
県
民
み
ど
り
の
祭
典

に
て

祭
典
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
緑
の
募
金
の
呼
び
か

け
と
来
場
者
の
方
に
苗
木
を
お
配
り
し
ま
し
た
。

緑
の
募
金
は
令
和
６
年
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
の
復
旧
支
援
使
途
限
定
募
金
と
し
て
も
役
立
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
呼
び
か
け
で
会
場
に
お
集
ま

り
い
た
だ
い
た
皆
様
に
も
緑
の
募
金
の
こ
と
を

も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
ら
嬉
し

い
で
す
。
苗
木
も
た
く
さ
ん
の
方
に
受
け
取
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
お
庭
に
植
え
ま
す
」と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
た
方
も
い
て
緑
の
輪
が
広
が
っ
て
い
け

ば
い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
緑
の
少
年
団
の
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
苗
木
作
り
を
し
ま
し
た
。
実
際
に

作
っ
て
み
る
と
、
形
が
崩
れ
な
い
よ
う
下
の
方
の

土
は
固
く
真
ん
中
の
土
は
少
し
柔
ら
か
め
に
詰
め

る
必
要
が
あ
り
一
つ
一
つ
の
工
程
に
工
夫
が
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
苗
木
も

い
つ
か
立
派
な
木
へ
と
育
つ
の
だ
な
、
木
の
生
長

を
ず
っ
と
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

被
災
地
域
を
視
察

祭
典
の
翌
日
に
は
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ

た
地
域
を
視
察
し
ま
し
た
。
震
災
が
起
き
て
か

ら
、
被
災
地
域
に
行
く
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の

で
緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
伺
い
ま
し
た
。
地
震
に

よ
っ
て
火
災
が
発
生
し
た
輪
島
市
の
朝
市
通
り
や

隆
起
し
た
海
岸
線
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
被
災

か
ら
１
年
以
上
が
経
過
し
、
復
興
が
進
ん
で
い
る

場
所
が
あ
る
一
方
、
未
だ
災
害
当
初
の
ま
ま
の
場

所
も
多
く
、
自
然
災
害
の
強
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
門
前
地
区
の
仮
設
住
宅
で
は
実
際
に

組く

手で

什じ
ゅ
う

が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
面
も
拝
見
し
ま
し

た
。
住
民
の
方
が
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
組
み
立

て
ら
れ
て
と
て
も
使
い
や
す
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
て
、
こ
れ
も
沢
山
の
方
々
が
緑
の
募
金
に
協
力
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